
令和７年度 鳥取県林業試験場

研究成果報告会

～森林と木材 いまむかし～

＜開催場所＞とりぎん文化会館 2階第2会議室

＜開催日時＞令和8年2月10日（火）12時30分～15時30分

【主催】鳥取県林業試験場



次回の研究成果報告会がより良いものになるよう、アンケートを実施してい

ます。

添付のアンケート用紙、またはとっとり電子申請サービスにてご回答いただ

くようお願いします。

とっとり電子サービスは令和8年2月10日の15時15分以降にご利用いただけま

す。

開 場 12:00

1.研究ポスター解説 12:30～13:10

2.開会挨拶 13:10

3.特別講演 13:20～14:00

「鳥取城の復元 ～鳥取城大手中ノ御門「表門と渡櫓門」～」
講師：鳥取市教育委員会事務局文化財課

主任(建築技師) 岡垣 頼和 氏

(休憩15分)

4.研究成果報告 14:15～15:15

◇「人工乾燥における前処理の影響～桟木痕と変形について～」

木材利用研究室 主任研究員 佐々木 裕介

◇「耕作放棄地に植栽されたセンダンの成長と土壌」
森林管理研究室 研究員 園田 茉央

5.全体質疑 15:15～15:30

6.閉 会 15:30

←とっとり電子申請サービス

プログラム

【アンケートにご協力ください】



特別講演

講師：鳥取市教育委員会事務局文化財課

鳥取城の復元 ～鳥取城大手中ノ御門「表門と渡櫓門」～

主任(建築技師) 岡垣 頼和 氏

【プロフィール】

・鳥取環境大学大学院修士課程修了。

・安土城総見寺本堂の復元、摩尼寺「奥の院」遺

跡の発掘と復元、纏向遺跡大型建物群の復元な

ど、おもに建築考古学的研究に従事。

・海外ではハロン湾の文化的景観、麦積山・敦煌・

山西・ブータンなどの仏教遺産調査に参加。

・教育委員会では、国重要文化財美歎水源地水

道施設の保存修理工事、国史跡鳥取城跡中ノ

御門の復元を担当し、現在は国重要文化財仁風

閣の保存修理工事に携わっている。
＜講師近影＞

鳥取城は江戸時代には全国約300藩あるなかで、上位12番目の規模を誇る鳥取藩32万石

の居城でした。廃城令においても軍事的利用価値が認められ存城となりますが、明治12年に

その役目を終えたことにより、主要な城郭建物群は解体撤去されました。

かつて大藩であった鳥取城の姿をわかりやすく後世に伝えるため、鳥取市は平成17年度に

整備基本計画を策定し、現在、整備第一段階である大手登城路の復元整備を行っています。

平成30年度に擬宝珠橋、令和2年度に表門を復元し、このたび渡櫓門が竣工したことで「中

ノ御門」全域が完成しました。

復元に際しては伝統技術を駆使するだけではなく、材料の調達・加工の段階から専門家に

よる時代考証・技術指導を重ね、木・屋根・金物工事などにおいて細部に至るまで江戸時代

の城郭建築の再現に挑みました。

おかがき よりかず







農業従事者数の減少などにより、鳥取県内の荒廃農地面積は2011年度から約3倍

に増加している。荒廃農地を含む耕作放棄地は公益的機能の低下、病虫害や獣害の

発生要因となり、周辺環境に悪影響を及ぼす恐れがある。耕作放棄地の活用方法の

一つとして林地化が進められているが、成長不良や活着不良が発生している場所も

存在する。

研究成果報告

人工乾燥における前処理の影響 ～桟木痕と変形について～

木材利用研究室 主任研究員 佐々木 裕介

木材を人工乾燥させる際、材料の乾燥を促すため、材料間に桟木と呼ばれる棒

状の角材を挟んで乾燥させるが、多くの場合、桟木との接触面に桟木の痕である

「桟木痕」が生じてしまう。この桟木痕は、モルダー加工で表面を数ミリ削っても

取り除くことができず、製品クレームの原因となっている。

耕作放棄地に植栽されたセンダンの成長と土壌

森林管理研究室 研究員 園田 茉央

当試験場では、ラミナ等の薄手の板材を乾燥させる際、

桟木痕が残りにくく、かつ変形が少ない人工乾燥手法を研

究しており、これまで、桟木の材質、形状、温湿度を設定

した試験により、乾燥後の桟木痕の発生状況、材色変化、

変形量の違いについて明らかにしてきた。今回の報告では、

人工乾燥前の前処理による桟木痕、変形への影響について

調査した結果を報告する。

本研究では、過去5年以内に植栽された

耕作放棄地を対象とし、土壌条件に着目

し、植栽木の生育との関係を調査した。

センダンを植栽した水田跡地および果

樹園跡地を調査した結果、活着と土壌透

水量、樹高成長と硬盤層の位置との間に

関係があることが判明したので、その調

査結果について紹介する。



ポスター展示

◇タワーヤーダ作業を考慮した幹線路網の設計支援

上席研究員 矢部 浩

◇県内で植栽されたカラマツの初期成長

主任研究員 柴田 寛

◇鳥取県におけるエリートツリーの成長

主任研究員 赤井 広野

◇鳥取県におけるナラ枯れ被害跡地の更新

研究員 南方 悠生

◇スギを材料に用いたトラスの性能 ～強度の最低値を探る～

主任研究員 森田 浩也

◇髄付近未成熟材の曲げヤング係数によるカラマツ丸太の材質推定

研究員 林 優志

◇どこがスゴいの？高齢のスギ材

上席研究員 桐林 真人

【森林管理研究室】

【木材利用研究室】



≪連絡先≫

鳥取県林業試験場
〒680-1203 鳥取県鳥取市河原町稲常113番地
電 話 番 号 ：0858-85-6221
ファクシミリ：0858-85-6223
電 子 メ ー ル：ringyoshiken@pref.tottori.lg.jp
URL：https://www.pref.tottori.lg.jp/ringyoshiken/ →

メモ


